






























































澤 田 格 笹 岡 彰 一
市立室蘭総
)

























































Hematology  Tumor markers
 
WBC 7700/μl  CEA 1.8ng/ml
 
Seg. 65.0％ pro-GRP 13.8pg/ml
 








Hb 14.1g/dl 血清糸状虫抗体 陰性
Ht 42.4％ 血清アニサキス抗体 陰性
Plt 22.6×10?μl 血清回虫抗体 陰性




T.P. 6.7g/dl  Sputum
 
Alb. 3.9g/dl 細胞診；class 1
 
T-Bil. 1.0mg/dl 好中球、好酸球、扁平上皮
AST 21IU 抗酸菌；塗沫（－）、培養（－）
ALT 29IU
 
LDH 162IU
 
ALP 169IU
γ-GTP 35IU
 
BUN 18.9mg/dl
 
Cr 0.8mg/dl
図１ 胸部レントゲン写真
右上肺野に腫瘤影を認める。
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この疾患はヒトに感染した後にイヌ糸状虫自体が死滅
し、肉芽腫を形成するため、診断目的の切除術のみで治
癒し、それ以上の治療を必要としない症例がほとんどで
ある。化学療法としてクエン酸ジエチルカルバマジンや
メベンダゾール等の薬剤の有効性も示唆されているが、
適応となる症例は少ないと考えられる。
結 語
肺イヌ糸状虫症と考えられた１例を経験した。診断及
び治療は胸腔鏡下肺生検が有用である。
稿を終えるにあたり、千葉大学大学院医学研究院感染
生体防御学教室（旧寄生虫学教室）の矢野明彦先生に血
清抗体検査をしていただいたことに対し、深謝いたしま
す。
尚、本論文の要旨は第237回日本内科学会北海道地方
会で発表した。
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図２ 胸部 CT
右肺Ｓ?に径15mmで辺縁が一部不明瞭な腫瘤影を認める。
図３ 胸腔鏡下肺生検 病理組織
周囲の正常肺組織と境界され、壊死とリンパ球浸潤を
伴った肉芽組織を認める。（HE染色、ルーペ像）
図４ 胸腔鏡下肺生検 病理組織
肉芽組織の内部に類円形で辺縁部が石灰化し、変性・硝
子化したイヌ糸状虫の虫体を思わせる構造物を認め
る。（HE染色×200倍）
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